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神
武
天
皇
の
最
初
の
妻
祭
る

嗛
間
神
社
（
御
所
市
）

莢莢

莢莢

嗛
間
神
社
の
祠
（
ほ
こ
ら
）
‖
御
所
市
柏
原
で

蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

（
住
所
）
御
所
市
柏
原
３
２
５

（
祭
神
）
吾
平
津
媛
命

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
掖
上
駅
か
ら
徒
歩
約

分

（
拝
観
）
日
中
開
扉
時
は
自
由

（
駐
車
場
）
無

（
電
話
）
０
７
４
５
・

・
２
１
４
１
（
同

社
総
代
・
藤
井
謙
昌
さ
ん
）

嗛
間
神
社
は
御
所
市
柏
原

に
あ
る
神
武
天
皇
社
の
境
外

摂
社
で
、
神
武
天
皇
の
最
初

の
妻
・
吾
平
津
媛
命
を
祭

り
ま
す
。

神
武
天
皇
が
東
征
を
果
た

し
た
後
、
三
輪
の
媛
蹈
鞴
五

十
鈴
媛
命
を
正
妃
に
迎
え

た
た
め
、
吾
平
津
媛
命
が
微

妙
な
立
場
に
な
っ
た
こ
と
に

配
慮
し
て
か
、
当
地
で
は
婚

礼
の
際
に
神
社
の
前
に
白
い

幕
を
張
り
、
行
列
が
神
社
の

前
を
通
る
の
を
差
し
控
え
る

風
習
が
、
近
年
ま
で
続
い
て

い
た
そ
う
で
す
。

吾
平
津
媛
命
は
宮
崎
県
日

南
市
の
吾
平
津
神
社
で
も
祭

ら
れ
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
に

も
吾
平
の
地
名
が
残
り
ま

す
。
大
隅
半
島
に
は
柏
原

の
地
名
が
あ
り
、
神
武
東
征

の
九
州
と
大
和
の
関
連
を
想

像
す
る
と
、
興
味
を
覚
え
ま

す
。日

本
書
紀
に
は
、
神
武
天

皇
が
当
地
の
近
く
の
丘
か
ら

大
和
盆
地
を
見
下
ろ
し
、
ト

ン
ボ（
古
名
は「
あ
き
つ
」
）

が
交
尾
し
て
飛
ん
で
い
る
国

だ
と
た
と
え
た
故
事
か
ら
、

日
本
国
の
別
名
を「
秋
津
島
」

と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
伝
説

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
、
石
室
が
見
学

で
き
る
国
史
跡
・
宮
山
古
墳

（
室
大
墓
古
墳
）
や
、
修
験

道
の
開
祖
・
役
行
者
の
生
誕

地
と
さ
れ
る
吉
祥
草
寺
な

ど
の
史
跡
・
寺
社
が
点
在
し

て
い
ま
す
。

春
の
一
日
、
古
い
歴
史
に

彩
ら
れ
、清
酒
や
し
ょ
う
ゆ
、

豆
腐
な
ど
の
特
産
品
に
恵
ま

れ
た
御
所
市
を
訪
ね
て
み
て

は
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

福
原
康
之
）


